
Contentsタイトルの「コラルボ」は、ビル名の「コラル」と英語の「コラボレーション」（Collaboration：協
力や協業、協働）を足し合わせた言葉です。
三鷹コラルは、お客様をはじめとした地域の皆さま、団体・企業と連携・協働しながら、より魅力
的な店づくりに取り組むとともに、このまちの商業を活性化し、三鷹駅前をより素敵な場所へと成
長させていきたいと願っています。
この『コラルボ』を起点に、地域に新しいつながりや活動を、そしてそこから生まれる笑顔を増や
していけたら幸いです。

三鷹コラル情報誌『コラルボ』の思い

●コラル人　保険クリニック［1F］  黒渕 貴雅さん
●コラル×三鷹 まちとつながるインタビュー
　 三鷹市スポーツと文化財団 学芸員 　吉永 麻美さん

●駅前とともに歩んで　手記・三鷹の今昔［その5 太宰治①］

びと
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三 鷹 コ ラ ル 情 報 誌

CORAL × Collaboration

今年、2021年は、1991年に三鷹駅前再開発における第六ブロック共同ビル（現在のネオシティ三鷹・三鷹コラル）が着工されてから30周年。
そして、再来年の2023年は、三鷹コラルが竣工・オープンし、三鷹駅の駅前広場第一期整備事業が完工してから30周年です。
そこで、これからの3年間を三鷹コラルの30周年期間として、『コラルボ』の表紙にて、コラル建設以前の三鷹駅前の姿をご紹介していきます。
右の写真は、スクランブル交差点から三鷹駅方面を撮影した写真で、1989（平成元）年のものです。コラルができたことにより、左側（西側）
の景観が大きく変わっていることがわかります。

コラル
30周年に
向けて



　
「
な
つ
か
し
い
場
所
」
が

　
自
分
の
職
場
に

　
こ
の
三
鷹
コ
ラ
ル
店
が
２
０
１
６
年
の
５

月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、
店
長
を
務
め
て
い

ま
す
。
２
０
０
７
年
に
入
社
し
て
か
ら
、
松

戸
↓
立
川
↓
本
社
勤
務
↓
渋
谷
↓
新
宿
と
異

動
し
て
き
て
、
今
で
は
こ
こ
が
一
番
長
く
な

り
ま
し
た
。
現
在
は
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も

兼
任
し
て
い
ま
す
が
、
仕
事
の
拠
点
は
こ
の

三
鷹
で
す
。

　

実
は
、
現
在
は
調
布
市
在
住
で
す
が
、
生

ま
れ
育
っ
た
の
は
こ
の
三
鷹
、牟
礼
な
ん
で
す
。

高
校
生
の
頃
は
、
自
転
車
で
三
鷹
駅
ま
で
出

て
電
車
で
通
学
し
て
い
た
の
で
、
学
校
帰
り

に
コ
ラ
ル
に
立
ち
寄
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
小
学
生
く
ら
い
ま
で
は
、
今
の

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
場
所
に
あ
っ
た
お
も
ち
ゃ
屋

さ
ん
に
、
祖
母
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う
の
が

と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。
そ
う
し
た
わ
け
で
、

自
分
が
三
鷹
駅
前
に
通
勤
し
、
コ
ラ
ル
の
中

で
働
い
て
い
る
と
い
う
の
は
、
な
ん
と
も
感
慨

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
答
え
が
一
つ
で
は
な
い
課
題
に

　
向
き
合
う

　

当
店
は
、
店
名
に
添
え
て
あ
る
「
あ
な
た

の
保
険
の
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
」
と
い
う
言
葉

通
り
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
な
ど
お
客
様
の
さ
ま
ざ

ま
な
ご
相
談
に
対
応
し
、
必
要
に
応
じ
て
、

約
45
社
の
取
扱
保
険
会
社
の
商
品
か
ら
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
ご
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
が

お
仕
事
で
す
。

　

他
の
エ
リ
ア
で
は
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
な
ど
を
見
て
、

三鷹コラルには、商品へのこだわりやお客様へ
の熱い思いを持ったスタッフが揃っています。そ
んな個性あふれる「コラル人（びと）」の声をお
届けしていきます。第５回は１Ｆ「保険クリニッ
ク」の黒渕貴雅店長です。

I n t e r v i e w

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
っ
た
お
客
様
が
中
心
の

店
舗
も
あ
り
ま
す
が
、
当
店
は
お
買
い
物
や

通
勤
の
つ
い
で
に
ふ
ら
り
と
立
ち
寄
っ
て
く
だ

さ
る
お
客
様
が
多
い
で
す
ね
。

　

店
頭
に
は
、
保
険
各
社
の
多
様
な
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
並
べ
て
い
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
「
こ

の
保
険
に
入
り
た
い
」
と
言
っ
て
お
声
か
け

く
だ
さ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
（
笑
）。
ほ
と
ん
ど
の
お
客
様
は
、「
今
入
っ

て
い
る
保
険
で
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
」「
高
齢

で
も
／
持
病
が
あ
っ
て
も
、
入
れ
る
保
険
は

な
い
だ
ろ
う
か
」
な
ど
の
ご
不
安
を
抱
え
て

ご
来
訪
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
特
定
の
商

品
の
ご
提
案
あ
り
き
で
は
な
く
、
ま
ず
は
ご

不
安
の
内
容
や
解
決
し
た
い
課
題
を
丁
寧
に

伺
い
、
考
え
得
る
さ
ま
ざ
ま
な
解
の
中
か
ら
、

ど
れ
が
ベ
タ
ー
で
あ
る
か
を
模
索
し
な
が
ら

対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　

意
外
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ご
相
談
内
容

や
お
客
様
の
環
境
に
よ
っ
て
は
、
解
約
の
み

を
ご
提
案
し
て
新
規
の
ご
加
入
は
お
勧
め
し

な
い
ケ
ー
ス
、
現
在
の
保
障
で
問
題
な
い
こ
と

を
お
伝
え
し
て
ご
安
心
い
た
だ
く
と
い
う
ケ
ー

ス
も
多
々
あ
る
の
で
す
。

　
こ
の
街
で
人
の
役
に
立
て
る
喜
び

　

地
元
と
い
う
こ
と
で
、
お
客
様
と
の
共
通

の
話
題
も
多
く
、
安
心
感
を
持
っ
て
よ
り
踏

み
込
ん
だ
ご
相
談
を
し
て
い
た
だ
け
た
り
、

ご
友
人
を
ご
紹
介
い
た
だ
け
た
り
と
い
う
こ

と
も
た
び
た
び
あ
り
ま
す
。

　

前
職
で
は
保
険
会
社
の
営
業
を
し
て
い
ま

し
た
の
で
、「
自
社
の
保
険
に
入
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
」
が
日
々
の
仕
事
で
し
た
。
で
も
、

コラル人
びと

第 5回

保険クリニック
黒渕 貴雅さん
KUROBUCHI  Takamasa

こ
こ
で
は
「
お
客
様
の
人
生
の
要
所
要
所
の

困
り
ご
と
に
向
き
合
う
こ
と
」
が
日
常
業
務

で
あ
り
、
保
険
商
品
の
ご
提
案
や
お
客
様
の

ご
加
入
は
、
そ
の
解
決
の
お
手
伝
い
の
手
段

の
ひ
と
つ
で
す
。
そ
う
し
た
人
生
に
寄
り
添

う
仕
事
を
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
元
で
で
き
る

と
い
う
の
は
、
こ
の
上
な
く
幸
せ
な
こ
と
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

1 階 保険クリニック
　　三鷹コラル店
TEL 0422-66-5001
営業時間: 10:00 ～ 21:00（最終受付20時）
＊定休日・営業時間は、三鷹コラルに準じます

店頭には様々な保険商品のパンフレットが
店内にはキッズスペースもあります

WEBサイト



吉永 麻美さん
YOSHINAGA Mami
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コ
ラ
ル
が

「
太
宰
が
生
き
た
ま
ち
・
三
鷹
」
の

入
り
口
に

　
こ
れ
ま
で
に
三
鷹
コ
ラ
ル
で
は
、
太
宰
治

に
ま
つ
わ
る
２
回
の
パ
ネ
ル
展
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
２
０
１
６
年
の
「
三
鷹
駅
前
で
生
き

た
太
宰
」
展
、
２
０
１
７
年
の
「
太
宰
治
と

井
伏
鱒
二
」
展
で
す
。

　

私
た
ち
三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
財
団
と

し
て
は
、
地
元
商
業
施
設
と
連
携
し
て
の
こ

う
し
た
取
り
組
み
は
初
め
て
で
し
た
の
で
、

非
常
に
画
期
的
な
試
み
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、

「
駅
前
」
の
価
値
を
再
認
識
す
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、市
を
挙
げ
て
「
太

宰
が
生
き
た
ま
ち
・
三
鷹
」
と
Ｐ
Ｒ
を
し
て

い
る
つ
も
り
で
も
、
太
宰
治
と
三
鷹
が
結
び

つ
い
て
い
な
い
方
、
ゆ
か
り
が
あ
る
の
は
知
っ

て
い
て
も
太
宰
治
文
学
サ
ロ
ン
の
存
在
を
ご

存
じ
な
い
方
も
ま
だ
ま
だ
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
そ
う
し
た
方
々
が
、展
示
を
き
っ
か
け
に
、

サ
ロ
ン
や
駅
周
辺
の
ゆ
か
り
の
地
を
知
り
、

訪
ね
て
く
だ
さ
る
と
い
う
循
環
が
生
ま
れ
た

の
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
携
わ
る
者
と
し
て
は
、
私

た
ち
の
企
画
が
皮
切
り
と
な
り
、
三
鷹
コ
ラ

ル
で
地
域
ゆ
か
り
の
漫
画
家
の
方
や
ア
ニ
メ
ス

タ
ジ
オ
の
パ
ネ
ル
展
、
井
の
頭
公
園
の
歴
史

写
真
展
な
ど
、
商
業
施
設
の
枠
を
こ
え
た
企

画
が
次
々
と
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ

う
で
感
慨
深
い
で
す
ね
。

　
そ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
、
私
た
ち
も
ま

た
三
鷹
コ
ラ
ル
さ
ん
と
新
た
な
企
画
を
と
お

話
し
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て

し
ま
い
、
な
か
な
か
次
の
一
手
が
見
出
せ
な

い
の
が
残
念
な
と
こ
ろ
で
す
。

太
宰
に
惹
か
れ
、

思
い
が
け
ず
三
鷹
へ

　

私
自
身
の
三
鷹
と
の
関
り
は
、
実
は
ま
だ

10
年
余
り
で
す
。
大
学
で
は
写
真
を
専
攻
し

て
い
た
も
の
の
、一
旦
は
会
社
員
に
。
し
か
し
、

や
は
り
文
化
芸
術
を
直
接
支
え
る
仕
事
が
し

た
い
と
学
芸
員
を
目
指
し
、
資
格
取
得
後
は
、

都
内
の
区
立
博
物
館
に
勤
務
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
に
携
わ
る
こ
と
が

で
き
、
充
実
し
た
学
芸
員
ラ
イ
フ
で
は
あ
っ

た
の
で
す
が
、
次
第
に
「
一
つ
の
分
野
を
極

め
た
い
」
と
い
う
思
い
が
募
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
出
会
っ
た
の
が
、

太
宰
治
文
学
サ
ロ
ン
担
当
の
学
芸
員
募
集

だ
っ
た
の
で
す
。

　
「
一
つ
の
テ
ー
マ
、
し
か
も
自
分
が
大
好
き

な
作
家
に
一
年
中
携
わ
っ
て
い
ら
れ
る
！
」

と
の
思
い
で
応
募
し
、
ご
縁
を
い
た
だ
い
て
今

に
至
り
ま
す
。

太
宰
を
通
し
て
、
多
く
の
人
と

三
鷹
の
ま
ち
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

　

世
に
数
多
の
太
宰
フ
ァ
ン
が
お
り
、
学
芸

員
の
募
集
時
に
も
自
分
よ
り
造
詣
の
深
い
方

も
多
く
い
ら
し
た
中
で
、
自
分
が
今
こ
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
地
域

と
文
学
を
い
か
に
つ
な
げ
る
か
」
を
役
割
と

し
て
掲
げ
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
三
鷹
市
の
取
り
組
み
は
、
太
宰

ゆ
か
り
の
地
を
案
内
す
る
観
光
ガ
イ
ド
の
皆

様
を
は
じ
め
、
地
域
の
方
々
の
地
道
な
ご
尽

力
あ
っ
て
の
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
三
鷹
か
ら
の
発
信
に
よ
っ
て
新

た
な
太
宰
フ
ァ
ン
を
作
り
、
広
げ
て
い
く
取

り
組
み
、
そ
し
て
、
三
鷹
コ
ラ
ル
を
は
じ
め

地
域
の
事
業
者
や
市
民
の
方
々
と
と
も
に「
太

宰
が
生
き
た
ま
ち
・
三
鷹
」
を
盛
り
上
げ
て

い
く
取
り
組
み
に
、
よ
り
一
層
注
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

太
宰
治
の
足
跡
を
訪
ね
て
た
び
た
び
三
鷹

を
来
訪
さ
れ
て
い
た
フ
ァ
ン
の
中
に
は
、
こ
の

地
を
気
に
入
っ
て
住
ま
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

方
も
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、「
若
い
人
た
ち

が
太
宰
を
知
り
、そ
し
て
三
鷹
の
魅
力
を
知
っ

て
、
進
学
や
就
職
を
機
会
に
こ
の
街
に
暮
ら

す
」、
そ
ん
な
流
れ
を
生
み
出
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

（公財）三鷹市スポーツと文化財団 学芸員
広島市出身。新宿区立新宿歴史博物館を経て2010年より現職。
太宰治文学サロンや太宰治展示室「三鷹の此の小さい家」等を担当。

三鷹コラルでは、商業ビルの枠をこえて、地域で活躍する人々や地域団体、他の店舗や企業との連携に
取り組んでいます。この企画では、コラルが出会った「地域の魅力的な人・団体・活動」をご紹介します。
今回は、「三鷹駅前で生きた太宰」パネル展をはじめ、三鷹コラルによる地域文化発信の取り組みにご協
力くださっている（公財）三鷹市スポーツと文化財団の学芸員・吉永麻美さんにお話を伺いました。

コラル

まちとつながるインタビュー 

× 三鷹

多くの好評の声を得た「三鷹駅前で生きた太宰」展。太宰の顔出しパネルも！

吉永さんが勤務する
太宰治文学サロン（下連雀 3-16-14）には、
様々な太宰グッズが♪



駅前とともに歩んで

三鷹の今昔手 記 三鷹コラル商店会の会員が、駅前に生まれ育ちその歴史とともに歩んで来られた先輩方から、手
記の寄託を受けました。先輩方が先人から伝え聞きあるいは調べられた地元の歴史、実際に見聞
された昭和中期以降の出来事などについて、次世代に伝えたいとの思いで70代・80代を過ぎて
からまとめられた貴重なメモです。寄託を受けた会員を通して、本誌にてご紹介していきます。

2021年10月30日　第5号
発行：三鷹コラル　TEL 0422-41-0105
制作：　　　　　 株式会社 文伸
　　　TEL 0422-60-2211

三鷹コラル営業のご案内
［営業時間］ B1F-3F ショップ 10:00～21:00
 4F グルメ処 11:00～23:30
※一部の店舗は除く
※上記は通常の営業時間です。新型コロナウイルス
　感染症対策のため、変更の場合があります　

［定 休 日］ 1月1日、4月と9月の第二木曜日

三鷹コラル公式アプリ
　　　ご利用ください →

1回のお買い上げで最大60分が限度となります/ テナント間のレシートの合算は行いません / 当日分のレシートのみが
対象となります / 3階の啓文堂書店・5階の三鷹市美術ギャラリーでは当サービスは行っておりません / 4階のレスト
ラン街においては、10,000円以上のご利用で1時間30分の無料券を発行いたします /都合により、一部情報が変更に
なる場合がございますので、ご了承下さい。

三鷹コラルでは、地下２階の駐車場 や、タイムズさくら通り駐車場で、以下の駐車料金サービスを行っています。
店舗ご利用時には駐車券をご提示下さい。
三鷹コラル館内で1店舗でのお買い上げ、

駐車料金サービスのご案内

2,000円以上のご利用で 30分 無料 4,000円以上のご利用で 60分 無料

三鷹コラル フロアのご案内
5F 三鷹市美術ギャラリー（太宰治展示室 三鷹の此の小さい家）
4F グルメ処 ［飲食  3店舗］ 3F 本の街
2F おしゃれ通り ［服飾・雑貨  7店舗］ 1F バラエティ倶楽部 ［12店舗］
B1F 三鷹市場 ［生鮮3品、食品等  8店舗］

本誌のご感想をぜひお寄せください！
　　coral@bun-shin.co.jp（編集部）

太宰 治 ①
その5

　本名は津島修治（つしましゅうじ）。1909 (明治42）年 6月19日、
青森県北津軽郡金木村(現・青森県五所川原市）生まれ。
　三鷹市下連雀の禅林寺に墓があり、毎年6月19日の生誕にあたる
日「桜桃忌」には、太宰を偲ぶ人たちで今も賑わう。
　三鷹駅南口から徒歩5分、本町通りとさくら通りの交わる場所に、
かつて太宰行きつけの伊勢元酒店があった。そこに三鷹市が開設し
た「太宰治文学サロン」がある。以前は、伊勢元酒店も、太宰馴染
みの寿司屋・美登里家も残っていたが、今はいずれも取り壊され姿
を変えた。
　青森県下有数の大地主の家に生まれ、旧制中学時代から作家を
志し、東京帝国大学文学部に進学するとともに井伏鱒二に弟子入り
をした太宰治。その後、創作活動に勤しみながらも、大学の除籍、
実家の反対を押し切っての結婚そして別離、左翼活動、自殺未遂
や薬物中毒など、混沌の20代を過ごしたのち、太宰の三鷹時代が
始まる。
　太宰が三鷹に暮らすこととなったのは、1938（昭和13）年、 29歳
のとき、井伏鱒二の付き添いで甲府の石原家を訪問し、高等女学校
教師・石原美知子26歳と見合い結婚をしたのがきっかけである。甲
府での生活を経て、翌年1939（昭和14）年の9月、東京府北多摩
郡三鷹村下連雀113番地に転居し、三鷹での暮らしが始まった。
　1940（昭和15）年2月に、三鷹では町制が施行され、北多摩郡
三鷹町となった。それまで5,000人程度の農村であったものが、1930
（昭和5）年の三鷹駅設置、その後の軍需産業の工場立地などによっ
て人口が増加し、町制施行時には約21,000人となっていた。太宰は
この年の5月に『新潮』に『走れメロス』を発表している。
　1941（昭和16）年6月に、長女・園子が誕生。9月には、のちに
愛人となる歌人の太田静子（当時28歳）が友人らと初めて太宰家を
訪問した。11月には、徴兵検査を受けたが、胸部疾患のために免
除となっている。
　1942（昭和17）年10月、母・夕子が重態に陥ったため、初めて

妻子を伴って青森に帰省。12月には急遽単身帰省し、このときに母
を亡くしている。
　1944（昭和19）年6月、第二子出産のため、妻子は甲府の石原
家に帰省。この間、太宰は三鷹で不便な自炊生活をしながら、『津
軽』の執筆に専念していた。この年の7月、先妻の初代が、中国の
青島で病没している（享年32歳）。8月には、甲府にて長男・正樹
が誕生。
　1945年（昭和20）年3月、空襲の激化により、妻子を甲府の妻の
実家へ疎開させている。4月には空襲によって三鷹の家が損壊したた
め、吉祥寺の亀井勝一郎方に一時滞在し、さらに甲府の石原家へ
疎開した。しかし、7月には甲府空襲により石原家も全焼してしまう。
その後、大変な苦労の末、妻子を連れて金木村の生家までたどり着
き、そのまま終戦を迎える。
　1946（昭和21）年11月、妻子を連れて疎開先の青森から三鷹に
戻る。来客が多いため、三鷹駅前郵便局の近くに仕事部屋を借り、
ここで戦後の三鷹での第1作となる『メリイクリスマス』を脱稿した。
　1947年（昭和22）年1月、太田静子が仕事部屋を訪問。2月には、
神奈川県足柄下郡下曽我村（現在の小田原市曽我谷津）の大雄山
荘に太田静子を訪ねて日記を借り受け、その日記をもとに『斜陽』を
起稿している。
　3月には『ヴィヨンの妻』を発表。この月に、三鷹駅前の屋台で山
崎富栄（当時28歳）と知り合っている。また、この月末には次女・
里子（のちの作家・津島佑子）が誕生した。（続）

橋本福雄氏よりご寄稿

＊今回は、独自にまとめられた年譜をご寄稿いただき、その内容を再構成して掲載しています。
＊個人の手記であり、原文を尊重して掲載しています




